
 
 
 
 

最
新
装
備

最
新
装
備 

の
救
急
車
配
備
！

の
救
急
車
配
備
！

全
国
で

全
国
で
1010
台
の
う
ち
１
台
が
積
丹
町
へ

台
の
う
ち
１
台
が
積
丹
町
へ

▲北後志消防組合 山下 崇彦消防長（左）、

　（一社）日本自動車工業会 松本 行弘

　参与・総合政策領域部長（右）

▲自動心マッサージ器を使用したＣＰＡ

　（呼吸・脈無し）対応訓練

　

最
先
端
の
医
療
機
器
を
積
載
！

最
先
端
の
医
療
機
器
を
積
載
！

Ｃ
Ｐ
Ａ
（
呼
吸
・
脈
拍
な
し
）

の
傷
病
者
に
は
、
隊
員
１
名
が
、

絶
え
間
な
い
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
行
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
乗
務

員
数
で
は
、
結
果
と
し
て
処
置

や
搬
送
の
遅
延
が
起
こ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の

自
動
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
の
新
た

な
積
載
に
よ
り
、
絶
え
間
な
く

質
の
高
い
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
が

行
わ
れ
、
救
急
救
命
士
が
行
う

医
療
行
為
の
迅
速
化
で
、
救
命

率
の
向
上
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
人
工
呼
吸
器
の
整
備

は
、
こ
れ
ま
で
の
手
動
で
の
空

気
の
供
給
が
、
自
動
で
安
定
し

て
傷
病
者
に
送
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
最
新
の
救
命
資
器

材
を
救
急
車
に
積
載
し
て
い
る

消
防
署
は
北
海
道
内
で
も
少
な

い
た
め
、
今
後
の
救
急
活
動
は

よ
り
一
層
質
の
高
い
も
の
に
な

り
ま
す
。
隊
員
は
、
最
新
資
器

材
の
習
熟
訓
練
や
新
た
な
医
療

知
識
の
習
得
に
努
力
し
、
町
民

の
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
救

急
出
動
に
備
え
ま
す
。

３
月
10
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本

自
動
車
工
業
会
（
東
京
都
）
の
「
令

和
２
年
度
寄
贈
救
急
自
動
車
事
業
」

に
よ
り
北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

へ
最
新
高
規
格
救
急
車
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

暮
ら
し
の
安
心

暮
ら
し
の
安
心    

とと    

救
命
技
術

救
命
技
術    

を
支
え
る

を
支
え
る

””

””

””

””

医
療
機
器
整
備
事
業
費
（
艤ぎ

そ

う装
費
）

２
２
，
５
８
７
千
円

ー
令
和
２
年
度
過
疎
対
策
事
業
債
活
用
ー

””

””

　

こ
の
民
間
団
体
寄
贈
救
急
車
は
、

総
務
省
消
防
庁
の
推
薦
を
受
け
た
全

国
10
カ
所
（
10
台
）
の
う
ち
の
１
台

で
す
。

　

今
回
の
懸
案
課
題
の
解
決
は
、
積

丹
半
島
先
端
の
厳
し
い
立
地
環
境
下

で
の
救
急
業
務
の
管
轄
区
域
の
広
さ

と
搬
送
距
離
や
町
民
の
高
齢
化
率
、

外
国
人
を
含
む
観
光
客
数
の
ほ
か
、

こ
れ
ま
で
の
同
支
署
救
急
隊
の
技
術

力
や
消
防
団
活
動
な
ど
の
努
力
に
対

す
る
消
防
庁
の
高
い
推
薦
評
価
が
あ

り
ま
し
た
。
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～
第
～
第
3535
回
全
道
中
学
生
の

回
全
道
中
学
生
の      

税税      

ポ
ス
タ
ー
応
募
～

ポ
ス
タ
ー
応
募
～

美
国
中
３
名
が
入
選
！

美
国
中
３
名
が
入
選
！

　
北
海
道
主
催
の
第
35
回
「
全
道
中
学
生
の
税
を
テ
ー
マ
と
し

た
ポ
ス
タ
ー
募
集
」
で
、
全
道
１
０
７
校

２
，
９
８
５
点
の
応

募
の
中
か
ら
、
美
国
中
学
校
の
３
名
の
生
徒
の
作
品
が
入
選
し

ま
し
た
。

３
月
10
日
に
、
西
村

公
男
小
樽
道
税
事
務
所
長
が
来
校
さ
れ
、

３
名
の
生
徒
に
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲左から柴野校長、 本間さん（２年）、下山さん（１年）、

　木田さん （１年）、 西村道税所長

▶
下
山

凜
さ
ん
（
１
年
）

北
海
道
知
事
賞

「
税
金
で
維
持
さ
れ
て
い
る
施
設

な
ど
を
描
き
、
北
海
道
を
持
つ
手

は
私
た
ち
を
支
え
て
い
る
税
金
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。
」

▶
木
田

奈
知
さ
ん
（
１
年
）

北
海
道
後
志
総
合
振
興
局
長
賞

「
卒
業
証
書
の
イ
ラ
ス
ト
に
よ
り
、
私
た

ち
が
普
段
使
っ
て
い
る
教
科
書
や
学
校
が

税
金
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

表
現
し
ま
し
た
。」

▶
本
間

梨
胡
さ
ん
（
２
年
）

北
海
道
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

「
エ
ゾ
シ
カ
の
見
つ
め
る
姿
の
表
現
に
工

夫
を
し
ま
し
た
。
毛
並
の
質
感
と
文
字
の

レ
タ
リ
ン
グ
を
見
て
ほ
し
い
で
す
。」

快挙！
快挙！

　
３
月
10
日
に
、
美
国
中
学
校

１
・
２
年
生
22
名
と
教
員
、
町

外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
タ
ス

マ
ニ
ア
州
オ
ー
ジ
ル
ビ
ー
高
校

の
生
徒
と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
用
い
た
初
め
て
の
海
外
と
の

交
流
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
町
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
リ

チ
ャ
ー
ド
先
生
が
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
大
使
館
等
と
の
交
渉
を

行
い
、
日
本
語
を
学
習
す
る
同

高
校
生
徒
と
の
交
流
が
実
現
し

ま
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
時
差
＋
２

時
間
（
現
在
サ
マ
ー
タ
イ
ム
期
間
）

の
た
め
、
授
業
前
の
日
本
時
間
７

時
50
分
～
８
時
20
分
ま
で
の
間
に

実
施
さ
れ
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
前
に
お

互
い
の
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
等
の

交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
、
「
同
年
代
の
外

国
人
と
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
英

語
で
色
々
な
こ
と
を
話
し
て
交
流

す
る
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

美
中
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
生
と
交
流
！

美
中
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
高
校
生
と
交
流
！

～～ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
中
継

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
っ
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
中
継 

～～

””

””

　

新
年
度
も
英
語
科
の

授
業
で
同
高
校
と
の
交

流
学
習
を
継
続
し
、
英

語
力
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
令
和
２
年
度

に
整
備
さ
れ
た
校
内
無

線
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

や
、
生
徒
１
人
１
台
端

末
を
活
用
し
た
授
業
が

進
め
ら
れ
ま
す
。
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産官学連携産官学連携「ウニの多面活用」「ウニの多面活用」でで

３
月
12
日
、
漁
業
所
得
の
向

上
を
目
指
す
全
国
の
「
浜
の
活

力
再
生
プ
ラ
ン
」
の
中
で
、
他

の
地
域
の
模
範
と
な
る
活
動
事

例
を
水
産
庁
が
表
彰
す
る
「
令
和

２
年
度
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
優

良
事
例
表
彰
」
で
、
全
国
各
地
か

ら
選
ば
れ
た
18
件
の
中
か
ら
「
古

平
町
・
積
丹
町
地
区
地
域
水
産
業
再
生

委
員
会
【
積
丹
町
分
会
】」
が
見
事
【
水

産
庁
長
官
賞
】
に
輝
き
ま
し
た
。

積丹町が“積丹町が“水産庁長官賞水産庁長官賞”受賞”受賞！！

積
丹
町
分
会
は
、
東
し
ゃ
こ
た
ん
漁

業
協
同
組
合
の
美
国
支
所
と
積
丹
支
所

の
漁
業
者
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
陸

上
畜
養
、
海
中
肥
育
な
ど
の
ウ
ニ
の
安

定
生
産
へ
の
取
り
組
み
や
、
大
学
等
と

の
連
携
に
よ
る
ウ
ニ
殻
を
利
用
し
た

養
殖
コ
ン
ブ
の
増
産
や
藻
場
再
生
な
ど

資
源
循
環
型
の
ウ
ニ
を
中
心
と
す
る
活

動
成
果
の
内
容
で
す
。
若
い
漁
業
者
グ

ル
ー
プ
が
将
来
を
見
据
え
て
実
施
し
た

試
験
活
動
の
成
果
が
、
漁
業
生
産
の
向

上
の
み
な
ら
ず
、
今
日
の
海
洋
環
境
問

題
に
も
貢
献
す
る
取
り
組
み
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
は
、
今
や
積

丹
町
の
経
済
を
支
え
て
い
る
ウ
ニ
の
安

定
生
産
に
向
け
て
、
試
験
事
業
か
ら

事
業
化
へ
進
歩
さ
せ
る
重
要
な
道

み
ち
し
る
べ

標
と

な
り
ま
す
。
表
彰
を
機
に
、
全
国
各
地

か
ら
高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
今
後
の

事
業
化
へ
の
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　野塚地域の皆さんの念願だった「野塚海岸津波高潮危機管理対策工事」が令和３年度から２カ年計

画でいよいよ着工します。

　工事の時期は海象等の影響により変更されることがあるほか、工事の施工に際しては、どうしても

騒音や振動が避けられない場合もありますが、できるだけ抑制する工法や影響度合の計測調査を実施

しながら工事を進める予定です。

　工事区域に隣接する建物や土地の所有者・管理者の皆様のご理解とご協力をお願いします。

懸案の懸案の“野塚海岸護岸改修工事”“野塚海岸護岸改修工事”に着工！に着工！

■工　　期　　５月初旬～ 11 月末（予定）

■施工業者　　１工区：和田・三和経常共同企業体

　　　　　　　２工区：中村建設（株）

■計測業者　　平田技術コンサルタント（株）

■発 注 者　　北海道小樽建設管理部

【問合せ先】　　岩内郡共和町老古美 83 番地

　　　　　　　小樽建設管理部共和出張所

　　　　　　　TEL 0135-62-1818

１工区 L=98.0m１工区 L=98.0m

２工区 L=36.0m２工区 L=36.0m
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～国の「緊急事態宣言」解除～～国の「緊急事態宣言」解除～

【累計感染者数】２０,５４４名

【死亡者数】

－３月 24 日現在（道公表）－

北海道の状況

７３７名

コロナに
コロナに

　
負けない！

負けない！

自
分
自
分
のの

命命
を
守
る
・

を
守
る
・

家
族
家
族
のの

命命
を
守
る
・

を
守
る
・

社
会
社
会
のの

命命
を
守
る

を
守
る

““コロナコロナ” ” 第 4 波警戒の日々第 4 波警戒の日々続く続く・・・・・・

コロナに　

負けない！

無
料
「
次
亜
塩
素
酸
水
」
の
活
用
を
！

無
料
「
次
亜
塩
素
酸
水
」
の
活
用
を
！

①
配
布
場
所:

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

②
配
布
時
間:

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
月
・
土
・
日
祝
日
除
く
）

③
配
布
数
量:

１
回
２
リ
ッ
ト
ル
ま
で

（
事
業
所
の
方
は
増
量
可
。
洗
浄
済
の
ペ
ッ
ト
ボ

　
ト
ル
等
を
持
参
し
、
除
菌
剤
の
表
示
シ
ー
ル
の

　
貼
付
を
！
）

④
使
用
方
法:

テ
ー
ブ
ル
、
ド
ア
ノ
ブ
及
び
手
す

　
り
等
に
ス
プ
レ
ー
で
吹
き
か
け
、
10
秒
後
に
清
潔

　
な
タ
オ
ル
で
拭
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

北後志感染制御センター北後志感染制御センター

●検査予約

月曜日～金曜日に予約受付（当日不可）

●検査費用

北後志５町村の住民や企業・団体は

１人２万円、それ以外は同３万円。

【問合わせ先】

余市協会病院 TEL 0135-23-3126

●検査当日に持参するもの

本人確認書類

　（運転免許証、健康保険証など）

「余市協会病院」で PCR 検査「余市協会病院」で PCR 検査

北海道からのお願い北海道からのお願い～感染再拡大を防止～～感染再拡大を防止～

■北海道は、新型コロナウイルス感染症の新規感染者数や入院患者数等の改

善傾向が続いていることから、４ヵ月以上にわたり実施した「集中対策期間」

を 3月 7日で終了しました。

　また、政府も１都３県で継続している「緊急事態宣言」を３月 21 日で解除

しました。

■しかし、道内でも新型コロナ変異株の感染者が確認されていることなどか

ら、まだまだ油断を許さない日々が続きます。

　コロナ感染予防対策の「基本行動」を実践し、遅れているワクチン予防接種に備えましょう。

【
問
合
わ
せ
先
】

感
染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

感
染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

””

””

～～
事
業
所
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
～

事
業
所
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
～

役
場
住
民
福
祉
課

　
℡
44
ー
２
１
１
３
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